
早いもので今年度も折り返しの時期となりました。秋は気持ちも落ち着
はや こんねん ど お かえ じ き あき き も お つ

き、学習や生活に力を発揮できるよい季節です。不安や心配、ストレ
がくしゅう せいかつ ちから はっ き き せつ ふ あん しんぱい

スに押しつぶされることがないように、目の前のことをひとつひとつ丁寧
お め まえ ていねい

にとりくんでいきたいものです。中体連ブロック新人大会も終わり、来週は中間考査…。
ちゅうたいれん しんじんたいかい お らいしゅう ちゅうかんこう さ

やるべきことはたくさんあると思いますが、時間を意識し、有効に使ってほしいと思っていま
おも じ かん い しき ゆうこう つか

す。今号では、時間を有効に使うための心構えについてお伝えします。
こんごう こころがま つた

「時は得難くして、失いやすし」という言葉があります。これは中国前漢時代の歴史家で
とき え がた うしな こと ば ちゅうごくぜんかん じ だい れき し か

ある司馬遷がまとめた歴史書にある言葉です。「人生の中でチャンスはなかなか巡ってこない
し ば せん しょ じんせい なか めぐ

もので、たとえ来たとしても油断するとすぐに取り逃がしてしまう」という意味です。
き ゆ だん と に い み

私たちは、やるべきことを「後にしよう」と先送りしてしまうときがあります。そして、
わたし あと さきおく

後で「あの時やっておけばよかった」と後悔するのです。
こうかい

また、無意味なことにダラダラと時間を費やす場合があります。「やめる」のには勇気がい
む つい ば あい ゆう き

りますが、やめなければ前に進めないこともあります。大きなチャンスをつかむためには、普段
まえ すす おお ふ だん

から身近なチャンスをつかむ練習が必要なのです。その練習とは…。
み ぢか れんしゅう ひつよう

「即行」＝気づいたらすぐに行う 「即止」＝気づいたらすぐにやめる
そっこう おこな そく し

つまり、行動力と決断力を養う練習です。「運」や「ツキ」は与えられるもの
こうどうりょく けつだん やしな うん あた

ではなく、自らがつかむものなのです。さぁ今日から、時間の有効活用の始動です。
みずか き ょ う かつよう し どう

①まず、今日の小さな目標を立ててみよう
ちい もくひょう た

②「今日やること」を決めたならば、集 中して今日中にやり遂げよう
き しゅうちゅう じゅう と

③空いた時間も有効活用して、確実にチャンスをつかもう
あ かくじつ

すべての人に平等に与えられている時間ですが、①～③を積み重ねて有効に活用するか否
ひと びょうどう つ かさ いな

かで、大きな差となります。まずは、学習への集中と生活態度の見直しをしていきましょう。
さ たい ど み なお

確実に時間は過ぎていきます。過ぎ去ったことは元に戻せません。後悔なく過ごすためにも、
す さ もと もど

「即行」「即止」は大切なキーワードです。限りある時間を有効に使い、これからの学校生活
たいせつ かぎ がっこう

を充実させていきましょう。
じゅうじつ

９月２８日(土)にブロック新人大会が開催され、絶好のスポーツ日和の中、すべての競技
かいさい ぜっこう び より きょう ぎ

が予定通りに実施されました。どの部も全力を尽くし、各会場で熱戦を繰り広げてくれ、最後
よ ていどお じっ し ぶ ぜんりょく つ かくかいじょう ねっせん く ひろ さい ご

まであきらめない姿勢で試合に臨む姿からは、たくましさを感じ、うれしく思いました。
し せい し あい のぞ すがた かん

この新人大会で、冷静に自分やチームの力を振り返ることができたでしょうか。自分やチー
れいせい じ ぶん ふ かえ

ムの弱いところ、課題は何か、今後どこを鍛えていけばいいのか、逆によさ、強みに何か、
よわ か だい なに こん ご きた ぎゃく つよ

どこを伸ばせばよいのかを丁寧に整理してほしいと思っています。課題と目標がハッキリすれ
の せい り

小郡市立小郡中学校 令和６年１０月２日
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時間を有効に使いましょう！…「即行」「即止」

うきは市、小郡市・三井郡中学校新人大会【ブロック新人大会】健闘しました



ば、意識が変わります。意識が変われば、きつい練
か

習も苦にならなくなり、漫然と過ごしていた部活動
く まんぜん かつどう

の時間が貴重な一日一日に変わるはずです。１０
き ちょう いちにち

か月後の夏の大会でうれし涙を流すために、試合
げつ ご なつ なみだ なが

後に感じた気持ちを忘れずに一歩一歩日々努力を
わす いっ ぽ ひ び ど りょく

続けてほしいと思います。みなさんのさらなる成長
つづ せいちょう

を期待しています。
き たい

保護者のみなさま、応援ありがとうございました。
ほ ご しゃ おうえん

今後ともご声援をよろしくお願いいたします。
せいえん ねが

「正範語録」〈右図〉…これは作者がわかってお
う ず さくしゃ

らず、読み方も「せいはんごろく」なのかわかっ
よ かた

ていないそうです。また、武田信玄の名言が元と
たけ だ しんげん めいげん

なったのではないかなど、様々な説があります。
さまざま せつ

そんな「正範語録」ですが、生き方を考える言
い かんが

葉として有名です。一文一文が的確で、この言葉
ゆうめい いちぶん てきかく

を実生活に当てはめて考えてみると、確かにそう
じっせいかつ あ たし

だ！と心の中で納得させられてしまいます。そし
なっとく

て、よし！とにかく一生懸命にとりくもう！本気で向き合おう！って…弱い自分を奮い立た
いっしょうけんめい ほん き む あ ふる

せてくれる言葉でもあり、より充実した生活を送るヒントになります。

勉学や部活動だけではなく、社会に出てからもこの考え方はとても参考になります。この言
べんがく しゃかい で さんこう

葉を振り返り、自分を見つめ直してみると、新しい発見があるかもしれませんね。
あたら はっけん

バスケットボール

ソフトテニス

卓球

サッカー

軟式野球

バレーボール

より充実した生活を送るヒント

剣道

ソフトボール



文部科学省が実施しました「全国学力 ･学習 状 況 調査(国語･数学)」〈令和６年４月
もん ぶ か がくしょう じっ し ぜんこくがくりょく がくしゅうじょうきょうちょう さ こく ご すうがく れい わ ねん がつ

１８日、３年生対象〉の結果についてお知らせします。それぞれの個人票はお配りしていま
にち ねんせいたいしょう けっ か し こ じんひょう くば

すので、今号では、それぞれの教科の領域等に関する全体的傾向をお伝えします。
こんごう きょう か りょういきとう かん ぜんたいてきけいこう つた

国語については、全国・県平均を４ポイント上回る結
けんへいきん うわまわ

果となりました。また、正答率すべてにおいて全国・県
せいとうりつ

平均を上回ったことはすばらしいことです。課題(正答
か だい

率が低い問題)としては、「情報と情報との関係につい
ひく もんだい じょうほう かんけい

て、意見と根拠の関係を理解すること」「話合いの話題
い けん こんきょ り かい はなし あ わ だい

や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考
てんかい とら た しゃ はつげん むす つ じ ぶん かんが

えをまとめること」「文章と図を結び付け、その関係を踏
ぶんしょう ず ふ

まえて内容を解釈すること」「目的に応じて必要な情報
ないよう かいしゃく もくてき おう ひつよう

に着目して要約すること」が挙げられます。相手の考えを理解したり、自分の思いや考えを
ちゃくもく ようやく あ あい て おも

表現したりするためには、原因と結果、意見と根拠など、話や文章に含まれている情報と情
ひょうげん げんいん ふく

報との関係について理解することが重要になってきます。その際、意見とそれを支える根拠
じゅうよう さい ささ

【全国学力調査の目的】
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況 を把握・分析し、教育施策の

成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
さらに、そのような取組を通じて、 教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

【全国学力調査の内容（中学校）】
① 教科に関する調査（中学校第３学年を対象とし、調査教科は国語、数学）
出題内容は次の(ア)と(イ)を一体的に問うもの。
(ア)身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用
できるようになっていることが望ましい知識・技能等

(イ)知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し、評価・改善する力等
②質問紙調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施
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学力検査の結果〈国語〉

全国学力・学習状況調査について① 【全国学力調査について】



がどのように結び付いているかを捉えたり、図表などを示すことで文章にどのような効果が
ひょう しめ こう か

生まれているのかを考えることが大切なのです。学校としても「原因と結果」、「意見と根拠」、
う たいせつ がっこう

「具体と抽 象」などの基本的な情報と情報との関係について理解させ、実際に話したり聞
ぐ たい ちゅうしょう き ほんてき じっさい はな き

いたり書いたり読んだりする場面で活用できるように指導していきたいと考えています。
か よ ば めん かつよう し どう

質問紙調査でも、「国語の勉強が好きか(本校83%)」「国語の勉強は大切だと思うか(本校96
しつもん し べんきょう す ほんこう

%)」と全国・県平均を大きく上回っており、さらなる向上が期待されます。自分の課題は何
おお こうじょう き たい なん

なのかを明確にして、これからの学習に粘り強くとりくんでほしいと思っています。
めいかく ねば づよ

数学についても、全国・県平均を上回

る結果となりました。昨年(２年生の福岡
さくねん ふくおか

県学力調査)は県平均を下回っていた
した

「図形」「データの活用」の領域も県平
ず けい

均を上回り、改善が見られたことはうれ
かいぜん み

しく思います。課題(正答率30%以下の問
い か

題)としては、「筋道を立てて考え、証明
すじみち た しょうめい

すること(図形)」「問題解決の過程や結
かいけつ か てい

果を振り返り、新たな性質を見いだすこ
ふ かえ あら せいしつ

と(図形)」「事象を数学的に解
じ しょう

釈し、問題解決の方法を数学的
ほうほう

に説明すること(関数)」「複数
せつめい かんすう ふくすう

の集団のデータの分布の傾向
しゅうだん ぶん ぷ

を比較して読み取り、判断の理
ひ かく と はんだん り

由を数学的な表現を用いて説明
ゆう もち

すること(データの活用)」が挙

げられます。様々な問題を数学
さまざま

を用いて解決することができる

ようになるポイントは、問題解決の構想を立てること、問題解決の過程や結果を丁寧に振り
こうそう ていねい

返ること、そして、この方法は適当なのかや結果は妥当なのかなど批判的に考察し判断する
てきとう だ とう ひ はん こうさつ

という一連の流れを大切にすることです。学校としても証明を振り返り、図形の性質を論理
いちれん なが ろん り

的に考察する活動の充実、データの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を説明する
かつどう じゅうじつ

活動に力を入れていきたいと思っています。
ちから い

質問紙調査では、「数学の勉強が好きか(本校58%)」「数学の勉強は大切だと思うか(本校91

%)」は全国・県平均を若干上回り、特に「今回の数学の問題では、全ての書く問題で最後ま
じゃっかん とく こんかい すべ さい ご

で解答を書こうと努力した」と答えた生徒は67%(全国50%)で大きく上回り、さらなる伸びが
かいとう ど りょく こた せい と の

期待されます。今後も数学の有用感を感得できる授業、基礎基本の確実な定着と多様な考
こん ご ゆうようかん かんとく じゅぎょう き そ かくじつ ていちゃく た よう

え方・解法を粘り強く考える・練り上げる活動を充実させる授業づくりをめざしていきます。
かた かいほう ね あ

☆３年生は着実な学力の向上が見られ、うれしく思います。本校では、この結果を対象学年
ちゃくじつ がくねん

のみの学力と考えず、全学年の指導に活かしていきますので、今後ともご協 力をよろしく
ぜん い きょうりょく

お願いいたします。
ねが

学力検査の結果〈数学〉



前号では、「全国学力・学習 状 況 調査」の学力調査の結果をお知らせしました。学校と
ぜんごう ぜんこくがくりょく がくしゅうじょうきょうちょう さ けっ か し がっこう

しても子どもたちの学力における課題を全職員で共有し、その課題克服に向けてとりくんで
こ か だい ぜんしょくいん きょうゆう こくふく む

いきます。そのためには、基礎・基本の徹底を大切にしつつも「理解・思考」型の学習を重視
き そ き ほん てってい たいせつ り かい し こう がた じゅう し

し、子どもたちの思考力・判断力・表現力を鍛えていく授業づくりをしていこうと確認し
りょく はんだん ひょうげん きた じゅぎょう かくにん

ているところです。「全国学力・学習状況調査」では、学力の他に、学習習慣や生活習慣など、
ほか しゅうかん せいかつ

学習状況に関する質問紙調査(３年生対象 )も行われています。今号では、子どもたちの学習
かん しつもん し ねんせいたいしょう おこな こんごう

習慣や生活習慣において、意識していただきたい項目をいくつか抜粋してお知らせします。
い しき こうもく ばっすい

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいるか」や「学習内容で分かっ
かいけつ じ ぶん かんが と く ないよう わ

た点や分からなかった点を見直し、次の授業につなげているか」では、全国・県平均を下回り、
てん み なお つぎ けんへいきん したまわ

課題となりました。また、「平日１日の家庭学習時間(塾や家庭教師、インターネット活用を含
へいじつ にち か てい じ かん じゅく きょう し かつよう ふく

む)」では、53.5%の生徒が１時間未満というのは明らかに勉強不足と言えるでしょう。本校
せい と み まん あき べんきょう ぶ そく い ほんこう

は３年生の学習時間の目標を３時間としています。ぜひ、今までの自分を振り返り、家庭学
もくひょう いま ふ かえ

習時間を確保してほしいと思っています。ただ、【学習効果＝学習時間×学習方法】と言われ
かく ほ おも こう か ほうほう

るように、学習時間が多くても学習方法がまずければ学習効果は上がりませんし、学習方法が
おお あ

よくても学習時間が足りなければ学習効果は上がりません。学習時間を増やすことと、方法を
た ふ

工夫することを意識してください。配られているタブレットには自主的に学習できる教材も入
く ふう くば じ しゅてき きょうざい はい

っていますので、自分の学習の課題を明確にして、効果的に活用してください。『わからない
めいかく

ことをそのままにしない』を合言葉に、その日のうちに「わかった！できた！」と実感する粘
あいこと ば ひ じっかん ねば

り強い学習を続けてほしいと思っています。
づよ つづ

「朝 食を毎日食べているか」は、全国・県平均を上回って
ちょうしょく まいにち た うわ

いますが、6.3％の生徒は欠食と言えます。きちんと朝食を食
けっしょく

べている生徒の学力は高いというデータもあります。健康面、
たか けんこうめん

学習への集 中 力の面からも、毎朝朝食をきちんと食べるよ
しゅうちゅうりょく まいあさ

小郡市立小郡中学校 令和６年１０月７日
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全国学力・学習状況調査について② 【質問紙調査調査について】

学習について〈学びを調整する力〉

基本的な生活習慣について



うにしてください。「毎日、同じくらいの時間に起きるか」で
おな お

は、〈あまり起きていない〉と答える生徒が例年より増え、気
こた れいねん ふ き

になる結果となりました。睡眠時間はバラバラでも起きる時間
すいみん

をそろえることが大切だと言われています。起床の準備を整
き しょう じゅん び ととの

えるホルモン〈コルチゾール〉の分泌時間がそろい、目覚めが
ぶんぴつ め ざ

スッキリなるのです。再度、自分の生活をしっかり振り返り、
さい ど

基本的な生活習慣の確立をめざしましょう。
かくりつ

「人の役に立つ人間になりた
ひと やく た にんげん

いか」や「地域や社会をよくす
ち いき しゃかい

るために何かをしたいと思う
なに

か」は〈そう〉〈やや〉と答え

る生徒がとても増えたことは、

うれしいことです。地域の行
ぎょう

事等に参加したり、社会状況を
じ とう さん か

知り、自分との関係性を考える
かんけいせい

ことは、将来像が描きやすくなります。学力向上だけではなく、自分の生き方を見つめるた
しょうらいぞう えが こうじょう い かた み

めにも、日頃から地域(人)とのつながりを大切にし、社会情勢にも目を向けたいものです。
ひ ごろ じょうせい め

「学校に行くのは楽しい」は、
い たの

〈そう〉〈やや〉と回答した生
かいとう

徒が、全国・県平均を初めて上
はじ

回りました。しかし、「友だち
とも

関係に満足しているか」では〈あ
まんぞく

まり〉〈全く〉と回答した生徒

が15.2%と気になる結果となり

ました。「仲間づくり」や「仲間とのつながり」を合言葉にしている小郡 中にとっては、大
なか ま お ごおりちゅう おお

きな課題ではないでしょうか。今後も貢献感や達成感を感じられる体験を積みながら、自己有用
こん ご こうけんかん たっせい たいけん つ じ こ ゆうよう

感や自尊感情を高め、個々の自己実現が図られるように支援していきたいと思います。
じ そんかんじょう たか こ こ じつげん はか し えん

「将来の夢や目標を持って
しょうらい ゆめ もくひょう も

いるか」「自分には、よいとこ

ろがあると思うか」では、〈あ

まり〉〈全く〉と回答した生徒

が多いことが気になりす。学校

・家庭・地域がそれぞれの立場
たち ば

で意識して、子どもたちに関わ
かか

っていくことが必要だと強く感
ひつよう つよ

じています。学校は、今、レジリエンス(精神的回復力・復元力)や非認知能力(やり抜く力・
いま せいしんてきかいふく ふくげん ひ にん ち のう ぬ ちから

協働する力・自分をコントロールする力)の育成を合言葉にとりくんでいます。レジリエンス
きょうどう いくせい

や非認知能力は学力以外の力ですが、子どもたちの成功や学力向上につながる重要な要素で
い がい せいこう じゅうよう よう そ

す。ご家庭でも意識していただきたいと思っています。

自分に関することについて〈自己有用感・自己効力感〉

社会や地域への関心について〈協働する力〉

学校生活に関することについて



１０月１８日(金)に本校体育館を中心に第４５回文化発表会
ほんこうたいいくかん ちゅうしん だい かいぶん か はっぴょうかい

を開催しました。ステージの部も展示の部もみなさんのがんば
かいさい ぶ てん じ

りと協 力があり、全員がスローガンを意識したすばらしい文
きょうりょく ぜんいん い しき

化発表会となりました。

開会式後、吹奏楽部の演奏で幕を開けてくれました。地区及
かいかいしき ご すいそうがく えんそう まく あ ち く およ

び福岡吹奏楽コンクールで金賞を受賞した吹奏楽部の発表で 【吹奏楽部の演奏】
ふくおか きんしょう じゅしょう

したが、夏から更に一段と完成度が上がっていて、観衆の手
なつ さら いちだん かんせい ど あ かんしゅう て

拍子も入り、一体感があり心に響く圧巻の演奏でした。
びょう し はい いったいかん こころ ひび あっかん

リコーダー創作発表では、音楽創作コンクールで入 賞した
そうさく おんがく にゅうしょう

作品を４人の生徒のみなさん(右表 )が演奏しました。題名通り
さくひん にん せい と う ひょう だいめいどお

の情景が思い浮かぶ作品で、いずれも入賞にふさわしい独創性
じょうけい おも う どくそうせい

のあるメロディーラインを披露してくれました。また、小郡市
ひ ろう お ごおり し

大刀洗町英語スピーチ交流大会で全体の部１位というすばら
た ち あらいまちえい ご こうりゅうたいかい ぜんたい い

しい結果を残した３年生の さんが英語スピーチ発表を
けっ か のこ ねんせい

してくれました。表 情豊かに堂々と発表する姿に生徒のみな
ひょうじょうゆた どうどう すがた

さんも感動を覚えたのではないでしょうか。
かんどう おぼ

主張の部では、３人の各学年代表による主張でしたが、い
しゅちょう かくがくねんだいひょう

ずれも主張のテーマが明確で、内容もよく整理され、主張者の
めいかく せい り しゃ

思いや考えが伝わる説得力のある主張でした。１年生代表の
かんが つた せっとくりょく

さんは『僕と父と祖母』と題し、病気で亡くなった祖 【 さん】 【 さん】
ぼく ちち そ ぼ びょう き な

母やその時の父親の姿から、今当たり前に生活できていること
とき ちちおや いま あ まえ せいかつ

は決して当たり前ではないこと、家族との毎日の暮らしは永遠
けっ か ぞく まいにち く えいえん

ではないこと、だからこそ、これからも大切な家族と寄り添っ
たいせつ よ そ

て生きていきたいとその心情を素直に語ってくれました。日頃
い しんじょう す なお かた ひ ごろ

希薄になりがちな家族の大切さを考えさせられるものでした。
き はく

２年生代表の さんは『小郡の町』と題し、自宅前の大 【 さん】 【 さん】
じ たく おお

きなグラウンドの草取りをしている地域の方との関わりを通して、人を笑顔に
くさと ち いき かた かか とお ひと え がお

する行動の大切さを発表してくれました。そして、小郡の町全体が助け合える
こうどう たす あ

あたたかい町になるように、率先して挨拶をするなど、たくさんの人と声を掛
そっせん あいさつ こえ か

け合い過ごしていきたいと結んでくれました。誰かの笑顔に貢献するというこ
す むす だれ こうけん

とは、自分にとっても大きな喜びのひとつであり、モチベーションを高めて
じ ぶん よろこ たか

くれる強いパワーがあることを教えてくれました。３年生代表の さん 【 さん】
つよ おし

本年度文化発表会スローガン
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は、『私の望む未来』と題し、広島に住む曾祖母
わたし のぞ み らい ひろしま す そう

…いつも笑顔で接してくれる大好きな曾祖母が大
せっ だい す おお

粒の涙を流しながら語ってくれた戦争体験や戦争
つぶ なみだ なが せんそうたいけん

で勉強ができていないつらさを聞き、感じたこと
べんきょう き かん

を切々と伝えてくれました。平和がいかに大切か
せつせつ へい わ

を感じて、日々感謝して生活すること、自分と異な 【 さん】 【 さん】 【 さん】
ひ び かんしゃ こと

る考えでもお互いに受けとめ、尊重していくことが争いをなくす一歩につながること、これ
たが う そんちょう あらそ いっ ぽ

らを大切にして過ごしていきたいという発表は胸に迫るものがありました。
むね せま

いずれの発表も私たちの生活、生き方を振り返り、考えさせられるものでした。
ふ かえ

展示の部は、美術部や家庭部の作品、国語、英語、美術、音楽、技術、
び じゅつ か てい こく ご ぎ じゅつ

家庭科などの教科作品が展示されました。どの作品もていねいに仕
か きょう か し

上げてあり、見事な作品、アイディアある作品に目を奪われました。
あ み ごと うば

作品から作成した人の思いはもちろん性格までわかった気がします。
さくせい せいかく

自分にはないものをたくさん吸 収できたでしょうか。
きゅうしゅう

ぜひ、学んだことを生かしてほしいと思っています。
【展示見学の様子】まな

合唱コンクールでは､３年生は､さすが３年生という男声と女声の
がっしょう だんせい じょせい

迫力ある合唱を聴かせてくれましたし､２年生は中堅学年として､そ
はくりょく き ちゅうけん

の存在感を示す情感あふれる合唱、そして１年生は､初めての合唱コ
そんざいかん しめ じょうかん はじ

ンクールで緊張しつつも､若々しい元気な合唱を聴かせてくれまし
きんちょう わかわか げん き

た。あのすばらしい伴奏や歌声､表現は
ばんそう うたごえ

突然やろうとしてもうまくいくものでは
とつぜん

ありません。普段からの積み重ねがあっ
ふ だん つ かさ

たからこそです。当日までにいろいろな
とうじつ

形で各自が責任を果たしてよく練習し
かたち かく じ せきにん は れんしゅう

てきたからだということです。その結果、

クラスみんなの心がひとつになっている

ことを一番感じたのは他ならぬみなさん
いちばん ほか

自身ではなかったでしょうか。その意味
じ しん い み

で､どのクラスの合唱も､クラスの一体感

を感じました。最優秀 賞のクラスはも
さいゆうしゅうしょう

ちろん、どのクラスも強い絆が窺える
きずな うかが

すばらしい合唱でした。特に３年生は最
とく さい

後の合唱コンクール、生涯の宝となる
ご しょうがい たから

ほど最高のものになっていたと思いま
さいこう

す。合唱コンクールのみなさんの歌声は、中学時代の友情と団結の証としても、生涯、みな
ちゅうがく じ だい ゆうじょう だんけつ あかし

さん一人ひとりの心の中に響きわたり続けると信じます。
ひと り なか つづ しん

みなさんは、この文化発表会で自分や友だちの表現と向き合い、自分自身との対話を深め
とも ひょうげん む たい わ ふか

ることができたでしょうか。文化という知的な営みを追い求め、お互いのよさを再発見し、
ち てき いとな お もと さいはっけん

学び合った一日になったことは確かだと思います。この文化発表会でつないだ想いと絆、そし
いちにち たし おも

て自分自身の成長を大切にしてこれからの学校生活を送ってほしいと願っています。
せいちょう がっこう おく ねが

１年３組

２年１組

３年３組


